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丙

金木だより（2）

歳 28億2,516万円

簿家計 入
地
方
交
付
税

町

の使いみち
(単位：千円）

鋪
両
一
Ｍ
定
例
町
議
会
で
、

昭
椥
兀
十
六
年
唖
の
決
算
が
認

疋
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
は
〃
写

典
に
す
ぎ
な
い
の
に
比
べ
、
決

算
は
、
一
年
間
と
い
う
艇
い
コ

ー
ス
を
走
っ
て
き
た
町
づ
く
り

の
紀
録
で
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
川

な
ど
か
ら
入
っ
た
お
金
は
い
く

ら
か
。
ま
だ
、
こ
れ
ら
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

税

町

繰
入
金

一
○
七
、
’
四
五

● 債
二
九
二
、
六
○
○

使
用
料
及
び
手
数
料

四
八
、
○
四
七

国
庫
支
出
金

二
八
九
、
二
九
○

県
支
出
金

二
七
一
、
’
八
○

｜
、
’
九
六
、
二
一
八

四

、

.＝L＝

ノ、

諸
収
入

四
五
、
九
六
六

繰
越
金

四
七
、
七
六
二

踏
賓
一

分
担
金

及
び
負
担
金

二
九
、
七
九
三

そ
の
他

三
○
、
四
五
五

九

10.2％3.8％ 10.4％9.6％ 15,0％1.7％ 42.3％1‘6％ 1‘6％ 1.7％1.1％ 1.0％

方
交
付
税
と
は
、
川
が
川
税
の

一
定
刈
介
を
地
方
公
共
川
体
の

財
政
蛎
怖
に
よ
っ
て
配
分
し
、

必
要
な
財
源
を
確
保
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
川
叩
支
川
金
や
叫
支

川
金
は
、
町
が
蛎
業
を
行
う
場

合
、
川
や
鮎
が
負
机
金
や
補
助

金
の
名
川
で
蛎
業
曲
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
、
全
体
の
約

町
の
収
入
の
内
択
を
兄
て
み

ま
し
ょ
う
。

川
削
以
ｋ
を
占
め
て
い
る
の

が
地
方
』
父
付
税
で
す
。
こ
の
地

町
民
税
一
五
八
、
八
五
七

固
定
資
産
税
一
八
七
、
○
○
○

7,1％

地
方
交
付
税
が
岨
％

迦鯉jU,M%
29，931

↑
町たばこ消費税

46，841

11.1％

副●
い
ま
す
。

そ
の
他
で
多
い
の
が
町
俄
で

す
。
町
仙
と
は
、
町
が
猟
業
を

す
る
た
め
の
財
源
淵
堂
こ
「
什

。
‐
６
，
０
８
グ
Ｄ
Ｊ
ｒ
〃
ｆ
Ｉ
Ｊ

金
」
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば

去
年
、
第
二
保
苛
所
を
改
築
し

ま
し
た
が
、
蛎
業
岱
約
九
千
一

ｎ
万
円
の
う
ち
、
川
の
負
担
が

約
三
千
面
万
円
、
蝶
の
負
担
が

一
千
九
両
刀
円
で
残
り
の
山
干

川
、
全
体
の
十
五
％
を
占
め
て
町
営
住
宅

・
一
卜
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

特
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
は
川
億
二
二
六
二
万

町税の内訳

町民一人当りの

税負担

29,050円
37.6％

六
両
〃
円
が
町
の
負
扣
で
す
が

町
で
は
財
源
が
少
な
い
の
で
、

一
千
瓦
ｎ
万
円
だ
け
を
皆
さ
ん

の
納
め
た
税
金
等
か
ら
負
担
し

残
り
は
町
偵
、
す
な
わ
ち
借
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
保
育
所

昼

ヤ

44.2％Bp

我

､孟憩

■
▼

－ 1
一■

套 一

◆中学校生徒1人当りに使った教育費･･･……51,827円
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（3）金木だより

昭和56年度決算報告

私たちの町の
農
林
水
産
業
費

民
生
費 (単位：千円）

27億2,853万円

総
務
費

土
木
費

歳
公
債
費 出

■

衛
生
費
一
一
六
○
、
五
八
三

教
育
費
二
四
八
、
六
二
一

消
防
費
一
一
一
四
六
、
六
○
一
“５

●四
九
五
、
四
○
六

四
七
二
、
五
六
六

三
四
六
、
’
七
六

三
三
○
、
九
五
二

商
工
費

五
三
、
九
○
四

そ
の
他

五
八
、
七
九
四

議
会
費

六
二
、
七
七
一

二
○
三
、
七
三
七

災
害
復
旧
費

四
八
、
四
一
九

18.0％ 17.3％ 12.7％ 12.1％ 9.6％ 7.5％9.1％ 2.2％2.2％2.0%2.3％ 1.8％

次
に
町
の
収
入
が
ど
の
よ
う
ま
す
。
次
が
、
職
且
給
料
な
ど

な
性
蘭
に
使
わ
れ
た
か
を
伽
川
に
使
わ
れ
た
人
件
曲
で
、
七
催

し
ま
す
。
（
詳
細
は
次
頁
参
照
）
一
七
五
○
万
円
（
二
十
六
・
三
％
）

町
遊
や
雌
物
の
雌
役
な
ど
に
三
番
川
が
、
消
防
聯
務
組
合
や

使
わ
れ
た
投
資
的
絲
岱
が
一
番
金
木
炳
院
の
負
担
金
、
腱
家
へ

多
く
、
八
他
一
九
○
二
万
円
（
の
衲
助
金
な
ど
の
補
助
我
神
で

ニ
ト
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
町
八
億
一
二
〃
・
－
万
門
（
十
八
・
八

の
蛾
筑
川
復
に
も
役
立
っ
て
い
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他

は
物
件
出
二
億
三
三
六
三
万
円

／逃
一
そ
の
他
（
八
・
六
％
）
、
公
仙
蛮
一
層
三

乱
九
○
、
九
八
一
型
一
万
円
（
七
・
五
％
）
な
ど
が

／
主
な
も
の
で
す
。

‐
だ
０
刀
わ
ぎ
６
－

扶
助
費
％

’
五
一
、
三
三
○
顕

公
債
費

二
○
三
、
五
二
八

物
件
費

二
三
三
、
六
三
四

投
資
的
経
費

人
件
費

人
件
費

補
助
費
等

景
気
回
復
に

八
億
二
千
万
円

3.3％3.3％

●
7.5％

8.6％

八
一
九
、
○
二
六

七
一
七
、
五
○
九

七
一
七
、
五
○
九

五
一
二
、
五
二
二

町
民
一
人
当
り
に

使
っ
た
お
金

舗
装
に
な
っ
た

町
道
大
東
ヶ
丘
線

187,553円18,8％

26.3％

◆小学校児童1人当りに使った教育費………82,980円
30.0%



1

金木だより（4）

E臺埜杢産菫宣．
歳出の内訳

'1,111111土地改良'lf業袖助金

3,103T･円

天災壷金利-｢-NIj給金11,671千円

災'l!f経'蝋･黄金利-j･･f11i給金

11,807千円

!|!規楳産地|＃1発f『成‘ﾘ#業補助金

2,126T-円

転作実践集l･11fi成'l#業hli助金

7,3()5T･I11

大'､ﾉL娠興対姫hli助命2,468T-II1

捜密転作けl地fr成'lf業lli助命

14,196T･円

大規悦惟作営腱、地fr成ﾓﾃﾞﾙ

'j#業側i助命14,170･T･lll

I種作特別対簸@II業lli助命

5,947T-II1

艇川地岫進特別対鞭‘IF業袖肋余

14,234T･I'j

I'I然休餐村梢:剛センター趣‘没,l#R

125,347T･I11

危険溜池改修7,525T-III

農免農進嫉備促進15,515T-l1l

広域農道鑛備促進56,058｢-l11

救農土木')WtIY<ir4.460T･l11

1'1拍水線林j幽刑‘没Ⅸ'113,261T･l11

溌榊(線林道|刑i没工'1#7,337T･l11

間伐.j界業1ME2.125T･ll1

造林救腱'l;"11金2,496｢､|-11

「民生費司「消防費司
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

街灯新‘没修理及び岻女(料

7,689=F･IJ]

金木町社会研祉協‘磯会袖助金

2,120･T･I'j

を人ﾉ女び身障者家庭奉仕i1派避

4.350千円

金木町敬老年金1,104千円

叫良市と人憩の家改築工'If

3,420f11]

と人クラブ衲助金2,365千l】l

第二保f『)ﾘ『改築工@l#92．127fI'｣

再良Ili老人冊祉センター地‘没

17,400FIIj

老人l耀療扶助'(li79,550T･I'j

灘継北部'l;務組合負ｲ1l金

128，323千円

弟5分団屯所新築工‘脚？

1,990f･円

il'j防ポンプ・|4IM{li職入YY

7,060千円

● E塾育費司
金ﾉl､校庭通路舗装工'111,470千円

｝||小体育館袖修工@jil,7901g･111

幕小ll愛冴配禰;補修工'If2,800=FIIj

－灘小体育館雌房股伽工'lf

15,000T･I1l

金中校舎改修、11j欠股術工'lf.

4,080FI'1

南中体育館袖修唯装工111.

6,003T･IIj

｢~商工費司
商工会助成金2,000千･円

商工会館趣設税助成15,000千円

I'j:練りi4f;用保I柾協会出査金

15,000T･円

ﾉ"ず野公1判芝推工'lf3,200T-I'｣

さくらまつり助成2､2001zI'I

夏まつり助成1.500T-l'j

｢~総務費－1
金木だよ')編柴'"用

交通安全対箙･侭業

納税貯岳組合報愉金

2,304T･i:rl

5,938T-円

6．847「･円
●

真
彦
》
一
一
Ｅ
、
〃
秘
た
ち
か
人
夫
賃
を
支
払
う
わ
け
で
、

の
町
の
家
計
簿
“
と
あ
る
け
ど
い
ろ
ん
な
形
で
お
金
が
分
散
し

お
父
さ
ん
く
わ
し
く
お
し
え
て
。
て
い
く
こ
と
に
な
る
ん
だ
。

お
父
さ
ん
ほ
ほ
う
、
真
彦
こ
の
方
法
を
専
門
的
に
い
う

も
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
年
齢
に
と
、
社
会
資
本
の
充
実
と
景
気

な
っ
た
の
か
。
詳
し
く
と
い
つ
の
刺
激
と
い
い
、
一
石
二
鳥
の

て
も
簡
単
に
は
説
明
が
で
き
な
効
果
に
つ
な
が
る
ん
だ
。

い
が
、
先
に
何
か
ら
話
そ
う
か
。
歳
出
が
、
目
的
別
と
性
頂
別

真
彦
そ
れ
じ
ゃ
一
年
間
に
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う

使
わ
れ
た
お
金
の
合
計
額
か
ら
い
う
お
金
の
こ
と
を
性
髄
別
に

お
し
え
て
。
分
け
て
、
投
黄
的
経
獅
と
い
い

お
父
さ
ん
血
彦
も
見
て
ご
去
年
は
、
約
八
億
二
千
万
円
使

ら
ん
。
去
年
使
わ
れ
た
お
金
は
わ
れ
た
ん
だ
よ
。
わ
か
っ
た
か

約
二
十
七
憶
二
千
八
百
五
十
三
ね
。

〃
円
だ
よ
。
真
彦
う
ん
、
大
体
わ
か
つ

真
彦
へ
え
Ｉ
そ
ん
な
に
も
。
た
。
側
的
別
に
お
し
え
て
。

こ
の
中
に
む
ず
か
し
い
言
葉
が
お
父
さ
ん
ど
ん
な
に
お
金

あ
る
ん
だ
が
。
〃
景
試
回
復
に
が
あ
っ
て
も
、
人
は
健
康
で
な

…
…
〃
と
件
か
れ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
な
い
と
い

け
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
。
う
こ
と
で
、
予
防
接
械
、
成
人

お
父
さ
ん
一
」
れ
は
ね
、
テ
病
検
診
、
ご
み
収
雄
な
ど
を
含

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
日
本
は
め
た
衛
生
費
に
二
憶
六
千
万
円
。

不
景
気
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
ね
。
そ
れ
か
ら
、
人
間
形
成
の
基
礎

そ
れ
で
脚
や
県
は
も
ち
ろ
ん
、
と
な
る
、
学
校
教
育
、
社
会
教

町
で
も
景
筑
を
よ
く
す
る
た
め
育
面
に
二
億
四
千
八
百
万
円
。

公
共
悔
業
、
つ
ま
り
道
路
や
保
福
祉
活
励
で
見
逃
せ
な
い
大
事

育
所
な
ど
の
建
設
工
窄
を
多
く
な
こ
と
の
一
つ
に
、
を
人
と
体

行
っ
て
、
胸
負
会
社
に
お
金
を
の
不
自
由
な
人
達
、
あ
る
い
は

払
う
。
そ
の
会
社
は
資
材
曲
と
生
活
に
恵
ま
れ
な
い
家
庭
の
た

真
彦
と
お
父
さ
ん
の

~~一マーーーーーローーーニー－－－－~

◆児童館入館児童1人当りが納めたお金． 使ったお金35,689円 ･･314,609円

｡＝一一L－一一コ妾｡…や一



金木だよ り(5）

土 木寶

目的別 』耐

誠
5,1201a･III

3,400･fI1J

5,826T-ll]

2，039Fl.11

1．520千|『］

2,750T･I1｣

1，9()OT-IIj

l.680｢-I1]

2,0001al'l

2,6()0･T-li1

4，600T-I'I

6．5()0T･I1I

3,700T･l'l

2，684T-IIj

4.200T-|11

1，37()T-l1l

1,370｢･IIj

2,562FI11

蒔1112線道路改良

神明町l線#lli装

'1､栗崎l線側枇盤1'ili

後町1線側洲懐伽

藩松2線側淋峡伽

j..,:FII2線流末処理

Ⅱ緋u町2線1ll11淋轆術

lli町5線擁峨工

藤枝8線1IIﾘ枇惟i'iii

川介5線1NI淋惟l'lii

山道町l線側淋轆備

IV{fll町線側淋鱸lilj

下町線側柵轆備

川端町線側淋嬢伽

小栗崎1線棚装

"21基部落線流木処叫！

｣||介8線洲装

町道倣砂利代

除'!i･ドーザー職人曲12,020T･円

町営佐宅廸股'lf%88,770T･I11

町常住宅用地唯入'"14,880gF-I11

史'k部然4線舗装1.530¥-I11

大束ヶ丘線帥装14．480千円

神Iﾘj町2"$lli装5,480-TII1

観帝線釧装5,180T･円

淵頼派立5線1則赫轆冊i1,837千円

111fT5線側赫幣備2,970T･I11

2冊瀬新町5線側瀧雛術1,790千円

大東ヶ庇6線側稚雛伽2.3()0･1zIJ~l

lifllll線側淋盤術1,720千円

脱卉線帥装ili修2,050-T･IIj

双葉町線舗装新般3,360千円

蹄軸派立5線舗装1,620T-I'l

ll｣進町7fWili装3,233T-円

狐峪線進路改良2,025-T-IIj

金木商校線側洲悠伽3.070T-II1

写｡､

ｑ
△
ひ

8，633･Fll1

6．167FII}

-18,386千円

59,653T-円

110.6471zIII

2.232T･l1l

予防接純fWW

陛芥_'li購入

二・み収蝶処理(Y用

公立金木病院fW1,fr

水道･jf推繰出金

,..fllf'､fl側纂イi工0l#

識
卜

●

10，200｢･I'I

7.755T-ﾄ']

6,500T･l'1

5.930T･円

2,050「･Iリ
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め
に
、
趾
生
慨
と
い
う
唖
側
で

四
億
七
千
二
何
万
円
使
わ
れ
て

い
る
ん
だ
。

真
彦
金
木
は
農
業
の
町
だ

け
ど
、
農
業
の
た
め
に
も
使
わ

れ
て
い
る
ん
で
し
よ
。

お
父
さ
ん
そ
う
そ
う
金
木

町
は
農
業
の
町
だ
か
ら
ね
。
共

同
で
作
業
を
し
て
い
る
人
た
ち

や
、
作
業
が
し
や
す
い
た
め
の

い
ろ
ん
な
問
題
解
決
、
そ
れ
に

災
桝
に
よ
り
米
が
不
作
の
た
め

農
家
の
借
金
の
利
子
袖
給
な
ど

に
川
偲
九
千
血
何
万
円
使
わ
れ

た
ん
だ
よ
。

真
彦
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん

仕
塀
を
す
る
の
に
お
金
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
ま
か
な
っ
て
い

る
の
。お
父
さ
ん
う
ん
、
な
ん
と

い
っ
て
も
、
国
か
ら
交
付
き
れ

る
交
付
税
が
一
番
で
、
十
一
徳

九
千
六
百
万
円
、
二
番
が
、
み

ん
な
が
役
場
に
納
め
る
税
金
で

四
億
二
千
二
百
万
円
。
次
が
町

憤
だ
。
つ
ま
り
町
が
借
り
る
お

金
で
、
去
年
は
二
億
九
千
二
百

万
円
階
り
て
い
る
ね
。
そ
の
ほ

か
、
川
や
雌
か
ら
の
湘
肋
金
な

ど
が
合
わ
せ
て
、
皿
俺
六
千
万

隠
面
踊『

財
政
問
答
』

可
包
国
司
釦
岫
田
弥
」

噸
：

、
買
・
・
翻

リ
、
こ
う
し
た
収
入
が
あ
っ
て

仕
偲
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

真
彦
四
刺
以
上
を
し
め
て

い
る
地
方
交
付
税
と
い
う
の
は
。

お
父
さ
ん
こ
れ
は
ね
、
国

が
所
砕
税
、
柄
税
、
法
人
税
の

三
税
で
集
め
た
お
金
の
一
部
を

蝶
や
市
町
村
に
交
付
し
て
く
る

も
の
だ
よ
。

市
町
村
で
は
、
で
き
る
だ
け

ｎ
分
た
ち
の
仕
蛎
は
、
自
分
た

ち
の
お
金
で
ま
か
な
お
う
と
努

力
し
て
い
る
が
、
大
き
な
建
物

や
会
社
が
な
い
た
め
に
、
仕
蛎

雌
に
兇
合
う
だ
け
の
税
金
が
集

ら
な
い
わ
け
だ
。
そ
の
足
り
な

い
分
を
、
地
方
交
付
税
と
し
て

国
が
交
付
し
て
く
れ
る
わ
け
だ
。

金
木
町
で
は
、
全
体
の
十
五

％
し
か
町
税
が
な
い
の
で
、
よ

く
言
わ
れ
る
三
割
自
摘
に
は
ほ

ど
速
い
と
い
う
こ
と
で
、
お
金

の
や
り
く
り
は
大
変
な
ん
だ
よ
。

真
彦
お
母
さ
ん
と
同
じ
だ

ね
。
僕
、
大
き
く
な
っ
た
ら
お

金
持
に
な
っ
て
税
金
を
う
ん
と

納
め
る
よ
う
に
す
る
よ
。

お
父
さ
ん
ハ
ハ
ハ
。

い
た
い
と
こ
つ
か
れ
た
な
あ
。

■

■■r－－今保合所←1章 426,76()円使ったお金1人当りか納ダ§たお金･r･_･･73,530円
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第一保育所

6歳・米町

フ

蕊
はあなたが

。話題など

画室まで
を
守
り
つ
づ
け
て
い
る
の
が
、

今
回
紹
介
す
る
「
金
木
湫
梶
凧

の
会
Ｉ
陥
促
勝
挽
会
隆
」
で
す
。

去
年
二
川
、
中
央
公
災
餓
主

伽
に
よ
る
タ
コ
づ
く
り
燃
料
会

が
開
か
れ
、
こ
れ
に
参
加
。
成

川
勝
災
先
生
（
現
西
那
森
田
小

数
紬
Ｉ
金
木
）
の
指
導
を
う
け

何
度
も
失
敗
を
操
り
返
し
な

が
ら
も
〃
つ
く
る
〃
再
び
を
味

わ
っ
た
受
批
苦
一
脚
が
、
〃
飛

ば
す
〃
灘
び
も
ｌ
と
、
町
内
外

の
愛
好
打
に
呼
び
か
け
て
〃
夕

毫霞
にと

ご連絡下さい。

いつでも取材に伺います。
冬
の
風
物
勝
〃
タ
コ
あ
げ
″
．
あ
げ
大
会
〃
を
開
雌
し
た
と
の
大
朧
況
。

伽
竺 大

空
舞
う
武
者
絵
に
喜
び
満
喫

金
木
津
軽
凧
の
会

.

● 城
子
の

こ
ろ
、
約
三
百
人
が
参
加
し
て

洋
良
巾
小
一
年

中
村
美
子

い中
和
村

巽

子

こ
れ
に
自
肺
を
僻
、

金
木
小
皿
年

川
口
美
穂
子

一
を
得
、
「
抑
擁

凧
の
伝
承
と
普

及
を
－
」
と

大
空
尚
く
舞
う

武
番
絵
の
魅
力

に
取
り
つ
か
れ

た
仲
間
十
二
人

が
染
ま
っ
て
結

成
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。

現
在
の
会
凹

は
十
八
名
。
床

膣
さ
ん
や
澗
防

士
、
農
業
も
あ

れ
ば
先
生
も
と
、

職
業
は
千
差
万

別
。
武
者
絵
と● =

一
一

L

は
対
象
的
な
し
お
ら
し
い
美
人

も
川
名
。

例
会
は
、
〃
一
回
で
あ
っ
た

が
雄
週
の
よ
う
に
染
ま
る
の
で

現
在
は
征
週
金
咄
日
と
か
。
隔

踵
さ
ん
の
物
世
小
屋
二
階
の

〃
ア
ト
リ
エ
〃
に
仲
間
が
連
立

っ
て
集
合
。
大
空
に
舞
う
光
景

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
タ
コ

づ
く
り
に
励
む
と
い
い
ま
す
。

会
貝
ら
は
、
津
軽
凧
の
魅
力

で
あ
る
〃
描
く
〃
と
〃
飛
ば
す
〃

轡
び
を
満
喫
す
る
だ
け
で
な
く

児
童
生
徒
の
鯉
全
育
成
の
一
助

に
Ｉ
と
、
保
育
所
や
学
校
、
中

央
公
此
館
等
に
沌
軽
凧
を
寄
贈

し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
町

民
文
化
祭
で
の
タ
コ
絵
展
示
や

下
絵
の
無
料
提
供
、
ネ
プ
タ
絵

の
織
習
会
等
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
学
校
の
タ
コ
づ
く
り
麟

稗
会
で
会
貝
が
鋤
師
と
な
っ
て

指
導
す
る
な
ど
の
奉
仕
活
動
も

運
動
会
マ
ラ
ソ
ン

嘉
瀬
小
三
年

鴫
海
幸
雄

テ

辱一 可

や

確
と
も
だ
ち

川
介
小
一
年

い
ず
み
や
・
ゆ
か

ｌ
と
、
各
地
の
愛
好
会
と
の
交

流
も
重
要
活
動
の
一
つ
。
今
年

は
、
弘
前
や
五
所
川
原
市
、
平

箇
町
な
ど
の
愛
好
会
と
相
互
に

交
流
。
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
力
作
を
競
い
合
い
ま
し
た
が

同
会
が
琴
案
し
た
〃
折
畳
み
凧
〃

に
は
、
各
地
の
会
貝
が
鴬
嘆
し

た
と
い
い
ま
す
。

「
タ
コ
絵
を
描
く
に
は
、
絵

画
の
才
能
は
不
必
要
、
だ
れ
で

も
上
達
し
ま
す
》
と
福
長
さ
ん

が
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
タ
コ

あ
げ
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
あ
な
た

も
入
会
し
て
、
武
者
絵
を
描
き

大
空
高
く
舞
う
喜
び
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

展
開
。
ま
た
、
今
年
の
夏
ま
つ

り
で
好
評
を
博
し
た
〃
角
ネ
プ

タ
〃
も
会
貝
ら
が
手
塩
に
か
け

て
製
作
し
た
も
の
で
す
。

一
方
、
維
軽
凧
の
伝
承
と
普

及
は
愛
好
者
が
一
丸
と
な
っ
て

作
品
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さ
る
十
一
月
二
十
一
日
、
中

央
公
災
館
に
お
い
て
、
金
木
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
西
村
昭
八

会
隆
Ｉ
会
風
四
十
二
名
）
の
結

成
五
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

昭
祁
五
十
二
年
四
月
に
二
十
八

名
の
会
旦
で
結
成
発
足
以
来
、

〃
友
愛
と
奉
仕
の
柿
神
〃
に
撤

し
械
極
的
な
奉
仕
活
励
を
続
け

〃
太
宰
の
ふ
る
さ
と
津
軽
に
幸

結
成
５
周
年
を
祝
う

せ
を
“
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町

社
会
締
祉
協
縦
会
へ
の
寄
金
、

遇
人
ホ
ー
ム
慰
問
群
の
ほ
か
、

こ
の
度
は
五
周
年
記
念
と
し
て

町
役
塒
前
に
「
愛
の
時
汁
塔
」

を
、
金
木
地
区
防
犯
協
会
に
は

「
防
犯
Ｖ
Ｔ
Ｒ
一
式
」
を
寄
噛

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
紙
は
枚

挙
に
い
と
ま
も
無
く
、
関
係
者

ら
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
典
に
は
、
会
貝
の
ほ
か
、

来
賓
や
関
係
者
約
二
百
Ⅱ
十
人

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ヶ
ニ
フ
ブ

が
出
席
。
西
村

会
長
の
式
辞
に

続
い
て
、
古
川

町
隆
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
後
、

第
一
回
ラ
イ
オ

ン
ズ
岱
を
「
金

木
今
昔
物
縞
」
を

出
版
し
た
、
白

川
兼
五
郎
ざ
ん

に
授
与
し
た
ほ

か
、
感
謝
状
畑

呈
や
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
南

●

中
プ
ラ
ス
《
ハ
ン
ド
を
先
虹
に
参

加
者
全
只
が
、
交
辿
安
全
と
防

犯
そ
れ
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
柿
神
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
。

遊
行
く
人
々
か
ら
盛
ん
な
袖
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
祁
丘
十
七
年
度
金
木
町
商

工
会
永
年
勤
続
従
業
貝
表
彰
式

が
、
勤
労
感
謝
の
日
の
さ
る
十

一
月
二
十
三
日
、
町
商
工
会
館

で
附
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
勤
続
三
十
年
一

人
、
同
二
十
五
年
二
人
な
ど
合

わ
せ
て
七
十
四
人
が
表
彰
き
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
白
川
兼
五
郎
町
商

工
会
長
が
「
町
商
工
業
の
振
興

に
寄
与
し
た
、
水
年
の
奉
仕
に
感

謝
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
、

受
武
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
古
川
町
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

町
商
工
業
の
発
展
に
寄
与

永
年
勤
続
従
業
員
別
人
を
表
彰口

6

受
徴
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
チ
ャ
タ
ー
メ
ン
バ
ー

阿
部
定
一
、
一
戸
哲
三
、
西

村
昭
八
、
三
浦
吏
、
荒
関
ハ
毅

松
田
忠
腸
、
内
川
蝿
男
、
枕
元

金
則
、
踵
谷
川
艇
淀
、
中
川
秀

人
、
中
谷
紫
、
原
田
俊
司
、
成

川
覗
雄
、
出
中
修

▼
歴
代
三
役

会
隆
’
一
両
悔
三
、
阿
部
定

一
、
幹
無
Ｉ
原
田
俊
司
、
阿
部

定
一
、
松
田
忠
腸
、
西
村
昭
八

た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
勤

続
三
十
年
の
表
彰
を
受
徹
し
た

外
崎
広
さ
ん
（
㈱
又
一
製
材
所

勤
務
）
が
、
「
今
皿
の
受
賞
を

契
機
に
、
一
屑
仕
轆
に
柿
を
出

し
、
会
社
の
発
展
と
町
商
工
業

の
振
興
に
努
め
ま
す
。
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
勤
続
三
十
年
外
崎
広
（

㈱
又
一
製
材
所
）
▽
同
二
十
五

年
白
川
常
正
（
み
ち
の
く
銀

行
）
成
田
ユ
キ
（
尾
野
病
院
）

▽
同
二
十
年
木
津
幸
雄
（
㈲

成
田
商
店
）
成
田
幸
子
（
斬
岡

慶
一
商
店
）
商
砺
勝
摘
、
吉
村

｡
三
上
保
、
会
計
Ｉ
阿
部
定
一
、

中
田
秀
人
、
辻
井
賊
也
、
秋
元

金
則
、
松
江
千
代
寿

▼
メ
ン
・
ハ
ー
シ
ッ
プ
キ
ー
賞

一
戸
哲
三
、
阿
部
定
一
、
秋

元
金
則

ノ
ブ
（
以
上
㈱
又

一
製
材
所
）
古
川

セ
ヅ
、
雛
鳥
修
治

（
以
上
㈱
日
新
木

材
）
中
谷
翌
（
㈹

丸
兵
製
材
所
）

▽
同
十
五
年
秋

元
ち
え
（
㈱
向
兼
ス
ト
ア
ー
）

中
谷
滴
（
㈹
丸
兵
製
材
所
）
白

川
愛
子
（
㈱
又
一
製
材
所
）

▽
同
十
年
白
川
国
治
（
㈱
中

谷
石
油
）
奈
良
友
子
（
み
ち
の

く
銀
行
）
田
中
い
つ
（
三
光
食

堂
）
工
藤
初
美
（
㈱
木
村
製
材

所
）
伊
藤
愛
子
、
白
川
ヨ
シ
エ

三
浦
カ
ナ
、
成
田
悦
子
、
中
谷

ヒ
テ
（
以
上
尾
野
病
院
）
木
村

茂
子
（
津
烏
医
院
）
今
ケ
イ
子

野
宮
光
子
、
下
田
富
美
子
、
棟

方
三
枝
（
以
上
丹
場
曲
物
工
芸

社
）
板
谷
一
枝
（
松
山
呉
服
店
）

▽
同
五
年
神
兼
義
（
葛
西
製

材
所
）
ほ
か
三
十
二
人
▽
同
三

年
秋
元
正
子
（
尾
野
病
院
）

ほ
か
十
二
人

▼
百
％
会
長
賞

一
戸
哲
三
、
阿
部
定
一

▼
流
年
皆
出
席
者

一
戸
哲
三
、
阿
部
定
一
、
秋

元
金
則
、
三
浦
吏

寄贈された

､愛の時計塔．表彰を受ける外崎さん
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雪作業に

ご協力をP

▼

い
よ
い
よ
降
岬
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

町
で
は
、
冬
期
間
の
交
辿
硴

侃
の
た
め
除
呼
作
堆
を
行
い
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
が
ら
に
推

砥
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
剛
い
し
ま
す
。

①
除
雪
作
業
は
、
お
お
む
ね

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
の

降
雪
時
に
行
い
ま
す
。

②
通
学
路
は
、
で
き
る
だ
け

登
校
時
間
ま
で
に
除
雪
作
業

を
行
い
ま
す
が
、
児
童
、
生

徒
を
除
雪
作
業
車
に
近
寄
ら

せ
な
い
よ
う
指
導
し
て
く
だ

勺

-●

0 さ
い
。
雌
を
汀
う
場
合
も
あ
り
ま
す

③
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
の
で
縦
意
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
な
お
、
除
呼
機
械
は
作
紫

除
埒
作
業
は
、
、
服
と
し
て
中
「
黄
色
回
転
灯
」
を
点
灯

交
池
峨
の
少
な
い
夜
川
お
よ
し
て
雌
付
し
て
お
り
ま
す
。

び
い
帆
に
行
い
ま
す
の
で
§
⑦
除
雪
に
よ
る
物
件
破
損
、

路
上
眺
小
は
絶
対
し
な
い
よ
民
間
人
の
負
傷
等
が
発
生
し

う
お
賊
い
し
ま
す
。
（
晩
収
ま
し
た
ら
速
や
か
に
、
建
設

祁
分
は
除
岬
で
き
ず
、
交
汕
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

障
卉
の
原
脚
に
な
り
ま
す
）
特
に
、
物
件
破
州
は
、
苑

な
お
、
降
心
牡
が
多
い
時
牝
と
川
崎
に
速
や
か
に
報
杵

は
、
Ⅱ
中
で
も
除
呼
作
業
を
が
な
い
と
原
Ｎ
究
明
も
川
雛

行
い
ま
す
。
と
な
り
、
保
障
対
象
外
と
な

④
｜
定
量
に
な
れ
ば
、
運
搬
り
ま
す
の
で
ご
推
迩
く
だ
さ

排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
い
・

道
路
に
は
雪
を
投
げ
ず
に
、
⑧
道
路
を
広
く
使
い
ま
し
よ

「
ワ
キ
」
に
積
ん
で
お
い
て
う
。

く
だ
さ
い
。
私
有
物
件
（
ド
ラ
ム
締
、

⑤
除
雪
車
が
作
業
中
の
場
合
材
木
等
）
を
路
上
に
は
み
川

は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
さ
せ
て
お
き
ま
す
と
、
除
啼

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
収
が
衡
突
ま
た
は
巻
込
み
の

除
呼
収
は
嘔
機
賊
で
あ
り
た
め
吸
大
な
沸
故
発
唯
の
原

前
″
で
も
ト
メ
ー
ト
ル
以
内
川
に
な
り
ま
す
。

に
は
い
る
と
死
角
に
な
り
ま
⑨
路
上
で
、
肋
収
が
故
障
し

す
。
ま
た
、
噂
の
中
に
人
っ

動
か
せ
な
い
場
合
は
、
Ⅱ
印

て
い
る
砕
打
、
木
材
、
ガ
ラ
に
「
赤
旗
」
を
は
っ
き
り
わ

ス
群
が
飛
散
す
る
場
合
も
あ
力
る
よ
う
に
尚
く
立
て
て
く

り
ま
す
の
で
、
除
町
中
に
は
だ
さ
い
。

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
⑩
路
上
で
の
「
ス
キ
ー
、
ス

⑥
除
雪
作
業
は
「
右
側
走
行
ケ
ー
ト
、
ソ
リ
遊
び
」
は
猟

除
雪
」
も
行
い
ま
す
。
故
の
も
と
で
す
か
ら
、
。
』
ど

風
向
、
通
路
条
件
等
で
布
も
さ
ん
に
は
十
分
注
通
し
て

側
を
走
行
し
な
が
ら
除
呼
作
く
だ
さ
い
。

●

、
１
１
せ
ん
き
よ
の
知
識
⑧
Ⅲ
１
１
ノ

供
託
《
醐
梛
川

虻
峡
湘
の
柵
出
を
し
よ
う
と
帥
有
効
投
螺
総
数
を
通
常
選

す
る
荷
は
あ
ら
か
じ
め
、
一
定
挙
の
縦
Ⅱ
定
数
で
削
っ
た
数

の
金
赦
を
法
傍
吋
へ
一
時
航
け
の
卜
分
の
一

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
（
地
″
瞳
）

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
供
鎚
と
刀
何
刀
り

く
ｌ

い
い
ま
す
。

㈹
有
効
投
票
総
数
を
通
鮒
選

こ
の
仙
度
は
、
ｎ
分
の
光
名
挙
の
川
骸
選
挙
区
の
縦
只
定

の
た
め
や
伽
、
く
て
立
候
柵
す
数
で
刈
っ
た
数
の
八
分
の
一

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
泡
沫
峡
○
叫
知
蛎
避
挙

袖
荷
の
乱
逆
を
防
止
す
る
と
い
㈲
ｎ
万
円

う
川
的
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
㈹
有
効
投
票
総
数
の
十
分
の

す
。

供
沁
は
選
碓
終
了
後
、
一
定
○
叫
談
会
談
災
一
般
選
挙

の
僻
瑛
（
供
繩
物
没
収
点
）
に
㈱
二
十
〃
円

速
し
な
い
と
き
、
川
の
選
挙
の
㈹
打
効
投
票
総
数
を
当
該
態

場
合
は
川
に
、
金
木
町
催
選
挙
挙
区
の
議
貝
定
数
で
刺
っ
た

の
場
合
は
金
木
町
に
没
収
さ
れ
数
の
十
分
の
一

ま
す
。
む
ろ
ん
供
托
物
没
収
点
○
町
腱
選
挙

を
超
え
た
と
き
は
返
還
さ
れ
ま
何
十
二
万
円

す
。

、
打
効
投
票
総
数
の
卜
分
の

選
挙
別
の
供
舵
の
狐
と
供
純
一

物
没
収
占
ぼ
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
町
議
会
磯
貝
、
農
業

○
衆
縦
院
縦
只
総
選
號

委
貝
会
委
ｕ
、
小
川
川
土
地
改

め
供
沁
の
微
、
″
リ

良
Ⅸ
総
代
、
財
産
区
議
会
識
貝

帥
供
鎚
物
没
収
点
の
選
挙
に
は
供
託
の
制
度
が
と

打
効
投
票
総
数
を
当
鍍
選
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

挙
区
の
雛
此
定
数
で
削
っ
た
尚
、
供
託
の
額
は
法
の
改
正

数
の
倣
分
の
一
に
よ
り
来
年
六
月
よ
り
倍
に
な

○
参
縦
院
縦
ｕ
池
常
選
挙
り
ま
す
。

。
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｜
ぱ
な
ら
な
い
の
に
申
告
し
な
か

っ
た
り
、
織
っ
た
申
告
を
し
た

り
、
あ
る
い
は
故
迩
に
過
少
な

申
告
を
し
た
り
す
る
納
税
荷
に

対
し
て
は
、
公
平
な
撫
税
を
行

う
た
め
に
、
捌
企
を
行
っ
て
い

ま
す
。特
に
悪
蘭
な
脱
税
者
に
対
し

て
は
、
刑
擬
制
を
科
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
企
察
調
炎
を
行
っ

て
い
ま
す
。

〈
在
察
調
企
〉

脱
税
は
犯
罪
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
懲
役
刑
や
糊
金
刑

の
刑
辮
糊
を
科
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
犯
罪
捜
在
に
準
じ
た
方

所
抑
税
や
法
人
税
な
ど
は
、

申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
叩
併
し
な
け
れ

脱
税
は
割
に
合
わ
な
い

法
で
行
わ
れ
る
特
別
の
捌
在
で

す
。

〈
脱
税
は
荊
に
合
い
ま
せ
ん
〉

脱
税
を
す
る
と
本
税
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
爪
加
卵
税
や
延

滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ほ
か
、
放
判
に
よ
り
懲
役
刑

や
測
金
刑
を
受
け
ま
す
。
そ
の

結
果
、
親
や
子
な
ど
家
族
を
悲

し
ま
せ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

脱
税
は
決
し
て
刈
に
合
い
ま
せ

ん
。

〈
正
し
い
叩
杵
を

し
ま
し
ょ
う
〉

脱
税
は
犯
罪
で
す
。
脱
税
は

善
良
な
国
民
を
災
切
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
．

正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
ま

峰
ｌ
」
卜
士
司
「
ノ
。

ひ

原
川
杣
子
（
外
）
中
柏
木

桑
田
嗣
久
（
明
博
）
婁
良
市

商
橘
和
江
（
伸
幸
）
金
木

山
本
幸
美
（
隆
幸
）
撚
瀬

原
Ⅲ
裕
巳
（
胆
）
〃

千
Ⅲ
莱
未
（
緋
二
金
木

騰
川
鼎
叶
（
和
穂
）
〃

桑
川
陽
平
（
茂
棚
）
喜
良
市

中
西
純
一
（
茂
明
）
金
木

大
砺
美
忠
子
（
俊
永
）
〃

前
田
ユ
キ
（
喜
一
郎
）
神
原

桑
田
絵
美
（
雅
弘
）
菩
良
市

誠
が
所
得
か
ら
差
し
州
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
丘
十
七
年
一

川
分
か
ら
ト
ー
川
分
ま
で
納
め

た
人
は
、
一
Ⅱ
分
か
ら
三
川
分

ま
で
一
万
三
千
川
面
Ⅳ
、
川
川

分
か
ら
十
二
川
分
ま
で
四
″
六

千
九
百
八
卜
円
、
合
紺
六
万
四

面
八
卜
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た

戸籍 窓の
お
め
で
と
う

戸

（
十
一
月
）

己

三
渦
工
篠
叫
海
夏
坂
原
川
工
藤

付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

は
一
ヵ
川
四
汀
円
、
一
年
分
で

川
千
八
面
円
を
加
算
し
て
く
だ

さ
い
。こ
の
た
め
、
所
僻
税
の
確
定

叩
涛
の
際
に
は
必
ず
師
収
井
を

添
え
て
、
控
除
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

一 ÷一一一
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ごみ収集にご協力を.〃 ’
町民元旦の集いお

知
ら
せ

年内(12月31Hまで）は，ド常ど

jjl)収鵬しますが、年始は3Hま

で休みますのでご協力<だきい。

ごみは、ごみ袋に入れて決めら

れた日の決められた時|川までに、

決めらオLた場所〆、出して下さい。

日時1月1日(け

午前11時～

場所中央公雌館大ホール

会･(？2,000円

II'込み121123日(桐までに数

fiEli会へと‘うぞ昭和58年度電話級

アマチュア無線技士試験案内
みんなでなくそう

ハイパワー市民ラジオ
事業資金の借入れは

有利な｢信用保証付融資｣で〃
ハイハワー'li雌ラジオとl呼ばれ

る強力で多くの.,IL波を発射できる

蛎線機は、'l'u,ijしても無線}"jの免

I称:を‘垂けることはできません。

このような無線機は絶対間わな

いようにして下さい。

ハイパワーIIj災ラジオを他川す

ると、無線ljの地1:iやテレビ、ラ

ジオの'受1‘;を妨＃fするなと・、みん

なの迷惑になっています。

知人弊で、このような人を兄か

けたらI尚ちに_11畠めるよう疵‘ばしま

しょう。

求年lノlからは、屯彼法に地j正

して無線I$1jを迎川すれば勿倫、｜刑

!没しただけでも、1年以下の懲役

又は20ﾉJ.III以下の刈術に処せらオL

ますハ郵政御地波祇;fIIIM

口試験III1i,'j1II:の受付期間

l)141J(火）～1711(11)

5ノ12H(I1)～l6LI(1I)

8ノ11H(II)～15H(I1)

□,i式雌のI_1時

3H25IIから1)llu及び7ノl

25Hから8)jlLI並びに10)-lllll

から14Hまでの|H1の指定する日時

口拭験地仙台IIj

口捉川1II:M,次験IIIj,'j1II:

口手数料2,0()01'I(所定の川

紙により郵便ﾉ"j又は銀行に払い

込んで納ｲ､l･してください｡）

□III1i,'iill:提出先

財|､Ⅱ法人無線従'lfff

111家武験センター火北文部

□その他

‘洋柵は、「(111Tzi()222-21-4147」

のテレホンサービスをご利川下さ

↓、へ

1I;)IIMIilf協会とは、II''1､企熊の

皆さんが令触機|則から'If業黄金を

州:り入れる際、侍さんの(‘;用力を

公｣l§的立場から保征し、惜入れを

容助にする橘わたしの役ilをする

機|則で、その利川にあたっては次

のようなメ’ノ･ソトがあります。

医金紬機関との取!jlがないﾉjで

も利lljできます。

伝制度保‘舐のfll川によl)金融機

IMIの迪'粥1Y出金利より低率で融

涜を受けることができます。

レイ11保物件をイl.効に禍川できま

す。

連!|咳溢金や1没備黄金の州入れに

は、イj利な1I111Iilll保Iil［協会をご利

Ⅱ］ください。

＝各雛の特別保征制嘆＝

○11j森ﾘII!|!'l，企業体瞳強化萱余

3，000〃|リ

○IQj:森ﾘ,4!|1'l､企推季節査金

5，0()0ﾉjI']

○節坊小11奮金500"IIJ

○!II'1､企堆近代化査金1,000"l'l

排しいことは、町I稀工会並びに

uil{,;用保証協会にお等ねください‘

が森喋1‘;用保,iⅢ協会

●

バレーボールでよい汗を〃

仲間を募集しています

口練稗H時及び場所

師過水1I{,!ll午後7時~9時まで

金木l1l1鵬業者トレーニングセンター

口持参するもの巡勤川只

※現ハミ7人で征遡練料しており､

"jl他,1j町村チームと交流試合

を行っています。

口述絡先金木病院|人l1'l川糀唯

●

1
今年度の町税は121125日で

すべて期限が終rすることに

な'）ます。

納め忠れをしていませんか？

今一皮雌めてみましょう.ノ

蘆生徒の函亙区選毫再発標語集⑤］
あなたです違反するのも防ぐのも‐---------------．金木中1年白

公明選挙みんなでつくろう金木町一一-----------------‐金木中2年白

町の将来あなたの一票できまります一-----------------‐金木中3年田

あなたです住みよい町をつくるのは‐-----------------金水中3年田

児童生徒の明るい選挙啓発標語集

川浩

川

中

中

悦
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